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ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
使
命

　

昨
年
は
、
大
阪
府
北
部
で
最
大

震
度
６
弱
を
記
録
し
た
「
大
阪
北

部
地
震
」
や
広
範
囲
に
わ
た
る
集

中
豪
雨
で
各
地
に
被
害
を
も
た
ら

し
た
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」、
度

重
な
る
台
風
の
日
本
列
島
へ
の
上

陸
の
ほ
か
、
記
録
的
な
猛
暑
な
ど

多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
日
本

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
住

宅
の
全
壊
、
一
部
損
壊
な
ど
の
被

害
も
あ
り
、
住
宅
再
建
に
つ
い
て

の
支
援
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
被
害
を
目
の
当
た
り
に

し
、
改
め
て
安
全
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
性
を

認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
担

い
手
不
足
や
交
通
不
便
地
の
増
加
、

空
き
家
問
題
な
ど
様
々
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、

地
域
活
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
た

め
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
に
際
し
て
早
急
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
中
、
本
町
は
地
域
創
生
の
取

り
組
み
に
一
層
力
を
入
れ
て
お
り
、

昨
年
は
、
ひ
ょ
う
ご
地
域
創
生
交

付
金
を
活
用
し
た
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
実
施
し
、
縁
結
び
か
ら
、

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
支
援
の
充

実
や
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
、
多

世
代
交
流
型
の
公
園
整
備
な
ど
一

生
涯
を
通
し
て
、
い
き
い
き
と
健

康
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
の
教
育
環
境

　

新
年
度
は
、
今
ま
で
の
地
域
に

お
け
る
見
守
り
活
動
に
加
え
、
通

学
路
の
安
全
点
検
の
結
果
を
受
け

て
防
犯
カ
メ
ラ
を
約
70
基
設
置

し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
確

保
、
保
護
者
の
不
安
解
消
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
の
夏
の
猛
暑
は

大
変
厳
し
く
、
特
に
教
育
現
場
に

お
け
る
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
健

康
面
に
大
き
な
不
安
が
あ
り
ま

す
。
本
町
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
に
は
エ
ア
コ
ン
が
整
備
で

き
て
お
ら
ず
、
本
年
度
補
正
予
算

を
計
上
し
早
期
に
エ
ア
コ
ン
の
整

備
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

新
年
度
は
「
第
五
次
猪
名
川
町

総
合
計
画
」
の
計
画
期
間
に
お
け

る
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
子
育

て
、
教
育
、
健
康
長
寿
、
生
き
が

い
、
暮
ら
し
、
雇
用
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
新
名
神
高
速
道
路
の
開
通

効
果
を
充
分
に
活
か
し
た
「
職
住

近
接
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

べ
く
、産
業
拠
点
地
区
の
開
発
「
プ

ロ
ロ
ジ
ス
猪
名
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、
農
業
・
観
光
振
興
を
目
的
と

し
た
「
道
の
駅
い
な
が
わ
機
能
拡

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の「
住
」の
要
素
だ
け
で
な
く
、

新
た
に
「
職
」
の
要
素
を
取
り
入

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

企
業
誘
致
の
推
進

　

産
業
拠
点
地
区
に
つ
き
ま
し
て

は
、
民
間
活
力
に
よ
る
産
業
拠
点

の
形
成
を
図
る
こ
と
と
し
、「
プ

ロ
ロ
ジ
ス
猪
名
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。
新

年
度
に
は
造
成
工
事
が
完
了
予
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
で
初
と

な
る
産
業
団
地
が
い
よ
い
よ
完
成

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ

の
産
業
団
地
へ
の
企
業
立
地
が
実

現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
町
に
お

け
る
産
業
振
興
、
雇
用
機
会
の
創

出
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も

事
業
者
を
は
じ
め
、
行
政
機
関
お

よ
び
関
係
団
体
な
ど
官
民
が
一
体

と
な
り
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

道
の
駅
い
な
が
わ
機
能
拡
大

　
道
の
駅
い
な
が
わ
機
能
拡
大

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
名
神
高
速

道
路
の
整
備
を
契
機
と
し
た
六
次

産
業
の
拠
点
整
備
や
地
域
拠
点
、

観
光
拠
点
と
い
っ
た
基
本
方
針
に

基
づ
く
新
た
な
機
能
で
あ
る
子
育

て
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
が
高
く

評
価
さ
れ
、
本
年
１
月
に
国
土
交

通
省
よ
り
「
重
点 

道
の
駅
」
候
補

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
国

や
県
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。（
詳
細
＝
４
ペ
ー
ジ
）

川
西
市
と
の

自
治
体
間
連
携
協
定

　

本
年
２
月
に
川
西
市
と
の
間
で

自
治
体
間
連
携
協
力
に
関
す
る
基

本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
文

化
・
生
活
圏
を
同
じ
く
す
る
両
市

町
が
、
包
括
的
な
連
携
と
協
力
体

制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
幅
広

い
分
野
で
相
互
に
連
携
協
力
で
き

る
よ
う
に
新
年
度
か
ら
具
体
的
な

連
携
項
目
の
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

今
年
は
「
い
の
し
し
年
」

　

本
年
２
０
１
９
年
は
「
亥い

ど
し年
」

で
あ
り
、
町
名
に
「
猪

い
の
し
し」
が
つ
く

本
町
と
し
て
は
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
も
活
か
し
、
飛
躍
の
年

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
兵
庫
県
猪
名
川
町
」
の
名
前
を

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
い
な
ぼ
う
」
と
と
も
に
、

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
職
住
近
接
」の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
平
成
31
年
度
町
長
施
政
方
針
～                         

　

2
月
20
日
に
行
わ
れ
た
、
第
３
９
３
回
町
議
会
定
例
会
で
、
福
田
町
長
が

新
年
度
の
町
政
運
営
と
重
要
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

※
要
旨
抜
粋
・
全
文
は
企
画
財
政
課
窓
口
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

▽
問
合
せ　

企
画
財
政
課
（
☎
７
６
６
・
８
７
１
１
）

産業拠点地区の造成工事の様子（2 月撮影）

道の駅いながわ移転計画地（南田原）

広報いながわ　2019（平成 31）年 3月（955）号

　
福
田 

長
治
町
長

越田川西市長（左）と福田町長

い
な
ぼ
う
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一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業

会
計
の
総
額
は
、
１
９
６
億
２
９

６
６
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
８
億

51
万
円
（
4.3
％
）
増
加
し
て
い
ま

す
。（
上
表
）

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
１
０

１
億
６
千
万
円
で
、
白
金
小
学
校

校
舎
の
大
規
模
改
修
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
６
億
5
千

万
円
（
6.8
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
歳
入
（
６
ペ
ー
ジ
図
１
）　
　

　

町
税
が
34
億
３
５
７
２
万
円

で
、
前
年
度
か
ら
３
０
０
３
万
円

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
地
方
交
付
税
や
譲
与

税
・
交
付
金
な
ど
の
一
般
財
源

は
１
億
7
千
万
円
増
加
し
、
国

県
支
出
金
な
ど
の
特
定
財
源
も

1
億
６
０
４
２
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
建
設
事
業
の
財
源

と
し
て
、
町
債
の
借
り
入
れ
、
ま

ち
づ
く
り
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
行
い
、
最
終
的
な
財
源
不
足
額

４
億
３
５
４
７
万
円
は
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
補

お
ぎ
な

っ
て

い
ま
す
。

◆
主
な
歳
出
（
６
ペ
ー
ジ
図
2
）

民
生
費
＝
児
童
手
当
給
付
費
（
５

億
６
０
０
万
円
）、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出

し
（
３
億
７
６
１
３
万
円
）、
介

護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し

（
３
億
３
０
１
２
万
円
）、
施
設
型

給
付
等
負
担
金
（
２
億
３
５
５
３

万
円
）

教
育
費
＝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
（
６
７
１
０
万
円
）、
白
金

小
学
校
改
修
事
業
（
６
４
８
９
万

円
）、
猪
名
川
中
学
校
体
育
館
・

柔
剣
道
場
改
修
事
業
（
５
３
９
８

万
円
）

総
務
費
＝
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
営

委
託
（
３
２
７
３
万
円
）、
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
事
業
（
２
６
８
３
万

円
）

衛
生
費
＝
広
域
ご
み
処
理
施
設
組

合
へ
の
負
担
金
（
３
億
９
８
４
４

万
円
）、健
康
診
査
・
検
診
事
業（
１

億
２
２
９
９
万
円
）
ご
み
の
収
集

委
託
（
７
９
２
７
万
円
）

平
成
31
年
度
当
初
予
算
案

総額196億2,966万円
　一般会計を中心にその概要をお知らせします。こ
の予算案は、3 月 22 日まで開催される第 393 回町
議会定例会で審議されています。

※「予算の概要」は町ホームページ参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 単位：万円）　

会計名 平成 31 年度当初 平成 30 年度当初 比    較 増減（％）

一般会計 101 億 6,000 95 億 1,000 6 億 5,000 6.8

特
別
会
計

国民健康保険 33 億 8,681 34 億 2,144 △ 3,463 △ 1.0

介護保険 23 億　787 23 億　386 401 0.2

後期高齢者医療保険 7 億 5,406 7 億 1,211 4,195 5.9

農業共済 3,786 3,858 △ 72 △ 1.9

奨学金 1,651 1,655 △ 4 △ 0.2

小　　　計 65 億　311 64 億 9,253 1,057 0.2

企
業
会
計

水道事業会計 12 億　454 11 億　801 9,654 8.7

下水道事業会計 17 億 6,201 17 億 1,861 4,340 2.5

小　　　計 29 億 6,655 28 億 2,662 1 億 3,994 5.0

合     　 計 196 億 2,966 188 億 2,915 8 億　　51 4.3

平成 31 年度 当初予算の内訳

※端数処理により各項目合計と合計欄の数値が一致しない場合があります
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魅 力 満 載 ！
　施設内は、子どもも大人も楽しめる、新た
な魅力がいっぱい！
　大規模な温泉施設や子育て関連施設、お茶
を飲みながら交流のできるスペースなど、ま
ちの皆さんに安らぎや憩いの場を提供しま
す。また、地域の新鮮野菜に加え、地場産品
やお土産品も充実。「美味しい、楽しい、ま
た来たい」が満載です。

官民連携（PFI）方式
　現在の「道の駅いながわ」は、町が施設整
備を行い、運営は指定管理者が行ってきまし
た。しかし本計画は、「官民連携（PFI）方式」
を活用し、資金調達・施設整備・20 年間の
管理運営までを一括して民間事業者が行いま
す。町は施設整備費相当額を 20 年間に分け
て支払う一方で、民間事業者が運営で得た収
益の一部を町の収入とし、それを施設整備費
に充て、財政負担を軽減します。

猪

　名

　川

子育て関連施設

特産品加工施設

カフェ・食堂

地域商品・
　農産物直売所

温泉施設

そば加工販売施設

イベント
交流広場

地域産品
　飲食施設

トイレ

駐車場
普通車
約500台

大型車
5台

12

北野橋

Ⓟ Ⓟ

Ⓟ

～温泉施設や子育て関連施設も計画！～

NEW道の駅いながわ

道の駅
いながわ
（万善）

ゆうあいセンター

至篠山市

至三田市

Ｎ

12

保健センター

コンビニ

コンビニ

至川西市
自動車学校 紫合北ノ町交差点

道の駅いながわ
建設予定地
（南田原） 至日生中央

　人口減少や少子高齢化が進む中、今、
猪名川町はまちづくりの転換期を迎えて
います。
　10 年・20 年後、子どもや孫の世代に
本町が今以上に元気で活力あるまちであ
るために、年間約70万人の集客を誇る「道
の駅いながわ（万善地区）」を南田原地区
に移転し、規模拡大を計画しています。
　今後、事業者を公募し、2023 年のオー
プンを目指します。

▶問合せ　産業観光課まち活性化推進室
（☎ 768 － 6016）

2023 年オープン予定の「道の駅いながわ」
（南田原・約 3.6ha）施設計画図

※今後の協議により内容などは一部変更になる可能性があります

温泉楽しみ～♪

道の駅とは
　道路利用者や地域住民のための「休憩機能」

「情報発信機能」「地域連携機能」の３つの機
能を併せ持つ施設で、現在、全国で約 1,100
カ所が登録されています。

「重点 道の駅」候補に選定
　新たな「道の駅いながわ」の取り組みが、地
域活性化に効果的な取り組みであるとして国土
交通省に評価され、「重点 道の駅」候補に選定
されました。これにより、補助金、交付金など
の新たな財源の獲得に向け、関係機関との連携・
相談・調整をスムーズに行うことができます。

《官民連携（PFI）事業費の試算（期間 20 年）》
町の支出＝施設整備費相当額 37億 3,800 万円
町の収入＝運営収益の一部   28億   800 万円  
町の実質負担額　　　　        9 億 3,000 万円

《別途》用地購入費相当額　   5 億 6,500 万円

親子であそべる！
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防
災
対
策
事
業

１
８
５
５
万
１
千
円
（
拡
充
）

　

自
治
会
館
な
ど
を
地
域
の
緊
急

避
難
場
所
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
助
成
制
度

や
、
地
域
で
大
雨
災
害
に
備
え
る

た
め
の
土
の
う
作
成
・
備
蓄
に
か

か
る
助
成
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
防
災
マ
ッ
プ
を
更

新
・
全
戸
配
布
し
、
お
住
ま
い
の

地
区
が
ど
の
よ
う
な
地
域
な
の
か

を
確
認
い
た
だ
き
、
災
害
発
生
が

予
測
さ
れ
る
際
の
避
難
行
動
な
ど

へ
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
の
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
、
メ
ー
ル
に
加
え
、

新
た
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
固
定
電
話
に
避

難
情
報
な
ど
を
配
信
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
す
。

防
犯
対
策
事
業

５
５
６
４
万
３
千
円
（
拡
充
）

　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
、
通
学
路
に
約
70
基

の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
登
下

校
時
の
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
し

ま
す
。
ま
た
、
新
設
さ
れ
た
町
道

広
根
７
号
線
は
、
通
学
す
る
生
徒

も
多
く
利
用
す
る
た
め
、
防
犯
灯

を
設
置
し
ま
す
。

　

地
域
防
犯
活
動
団
体
と
は
、
更

な
る
連
携
強
化
を
行
う
と
と
も

に
、
公
用
車
の
青
色
回
転
灯
装
備

車
を
増
や
し
、
見
回
り
・
見
守
り

に
努
め
ま
す
。

公
園
緑
地
の
維
持
管
理

１
億
１
１
０
０
万
２
千
円
（
継
続
）

　

総
合
公
園
、
地
区
公
園
、
近
隣

公
園
な
ど
の
46
公
園
お
よ
び
71
カ

所
の
緑
地
の
定
期
的
な
安
全
点
検

や
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
、
公

園
遊
具
な
ど
に
よ
る
事
故
を
未
然

に
防
止
し
ま
す
。

希
少
水
生
生
物
等
保
全
事
業

２
０
２
万
円
（
継
続
）

　

町
内
に
生
息
す
る
希
少
水
生
生

物
を
環
境
交
流
館
に
展
示
し
、
環

境
保
全
意
識
を
啓
発
す
る
と
と
も

に
、
環
境
学
習
の
情
報
発
信
や
環

境
団
体
な
ど
と
の
交
流
の
場
と
し

て
活
用
を
進
め
ま
す
。

健
康
器
具
設
置
事
業

９
９
０
万
円
（
継
続
）

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
や
公
園
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
29
年

度
か
ら
町
内
の
公
園
に
健
康
器
具

の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成

31
年
度
は
、
新
た
に
楊
津
・
阿
古

谷
・
白
金
地
区
の
公
園
に
健
康
器

具
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
外
出
支
援
事
業

２
０
０
万
円
（
拡
充
）

　

70
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
人
を
対
象
に
、
返

納
時
の
１
回
に
限
り
、
阪
急
バ
ス

の
定
期
券
「
ｈ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
グ
ラ

ン
ド
パ
ス
65
」
に
加
え
、
新
た
に

タ
ク
シ
ー
乗
車
券
、
Ｉ
Ｃ
定
期
券

な
ど
も
助
成
の
対
象
と
し
、
高
齢

者
に
よ
る
自
動
車
事
故
の
防
止

お
よ
び
交
通
手
段
の
確
保
に
よ

る
高
齢
者
の
外
出
支
援
に
努
め

ま
す
。

「
い
な
が
わ
１
０
０
万
歩

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
事
業

３
９
２
万
４
千
円
（
拡
充
）

　

住
民
の
「
健
康
づ
く
り
」
の

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
、
町
の

自
然
環
境
を
活
か
し
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
推
進
お
よ
び
支
援
の
た
め

の
各
種
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

関
西
大
学
と
の
事
業
連
携
に
よ

り
、
内
容
を
充
実
さ
せ
、
新
規
参

加
者
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

主
要
事
業
概
要

− 6−

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち　

～
地
域
・
生
活
～

　

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

健
康
長
寿
の
ま
ち　

～
健
康
・
福
祉
～

　

こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
自
然
に

育
ま
れ
た
ま
ち　

～
環
境
・
景
観
～

− 6−

公債費
8 億 6,329 万円（8.5%）
銀行などからの借金の返済
のための経費
土木費
9 億 427 万円（8.9%）
道路・公園維持管理、都市
計画、公営住宅などの経費

衛生費
11 億 37 万円（10.8%）
健康診断、母子保健、ご
み・し尿処理などの経費

総務費
12 億 4,132 万円（12.2%）
庁舎管理、住民基本台帳、
ふれあいバスなどの経費

教育費
16 億 6,050 万円

（16.3%）
小中学校、幼稚園、
図書館、文化体育館
などの経費

民生費
32 億 4,640 万円（32.0%）
児童、高齢者、障がい者な
どの福祉サービス経費歳出

（目的別）

消防費
5 億 1,542 万円（5.1%）
救急・消火・救助活動
などの経費

その他
6 億 2,843 万円（6.2%）
議会費、農林水産業
費、商工費など

使用料・手数料
1 億 9,429 万円（1.9%）
文化体育館、 火葬場、
公営住宅などの収入

町債
7 億 2,750 万円（7.2%）
施設建設などのために
借り入れる収入

譲与税・交付金
8 億 1,720 万円（8.1%）
徴収された国税の配分
などによる収入

繰入金
7 億 8,185 万円（7.7%）
お金が不足したときの
貯金からの取り崩し

国県支出金
16億2,937万円（16.0%）
国や県から交付される
補助金など

地方交付税
23 億 3,000 万円（22.9%）
普通交付税、特別交付税

町税
34 億 3,572 万円（33.8%）
町民税、固定資産税、都
市計画税、たばこ税など

101億
6,000万円

101億
6,000万円

その他
2 億 4,407 万円（2.4%）
保育料や土地の貸し付
けなどの収入

歳入

図１

図2
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道
路
維
持
補
修
事
業

７
０
９
４
万
円
（
継
続
）

　

道
路
舗
装
修
繕
計
画
に
基
づ

き
、
町
道
広
根
猪
渕
線
な
ど
老
朽

化
し
た
町
道
の
修
繕
工
事
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
な
通
行
の
確
保
お

よ
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
目
指

し
、
若
葉
・
白
金
地
区
に
お
い
て

設
置
さ
れ
て
い
る
道
路
照
明
灯

を
、
従
来
の
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
灯
に
更
新
し
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

２
４
８
万
円
（
新
規
）

　

文
化
体
育
館
や
六
瀬
総
合
セ
ン

タ
ー
（
ふ
ら
っ
と
六
瀬
）
な
ど
町

内
施
設
13
カ
所
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
を
設
置
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る

環
境
整
備
を
行
い
、
施
設
の
利
便

性
や
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の

機
能
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
推
進
事
業

８
９
６
万
３
千
円
（
継
続
）

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
増
加
に
よ
り
、
農
家
の
生
産
意

欲
の
低
下
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
害
軽
減
の

た
め
に
、「
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
」
に
よ
る
駆
除
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
農
地
に
設
置
す
る
電
気

柵
資
材
お
よ
び
箱
わ
な
の
購
入
に

対
す
る
支
援
を
行
い
、
有
害
鳥
獣

対
策
の
柱
で
あ
る
「
侵
入
防
御
」

と
「
個
体
数
調
整
」
を
推
進
し
ま

す
。

大
野
山
管
理
運
営
整
備
事
業

２
５
３
１
万
５
千
円
（
継
続
）

　

町
の
最
高
峰
に
位
置
す
る
大
野

ア
ル
プ
ス
ラ
ン
ド
で
は
、
指
定
管

理
者
（
柏
原
生
産
森
林
組
合
）
や

天
文
台
運
営
委
員
会
と
連
携
し
、

更
な
る
魅
力
あ
る
施
設
運
営
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
に
対
応

す
る
た
め
、
天
文
台
の
屋
上
や
道

路
の
防
護
柵
な
ど
の
各
所
の
修
繕

工
事
を
行
い
ま
す
。

第
六
次
猪
名
川
町

総
合
計
画
策
定
事
業

８
１
６
万
９
千
円
（
継
続
）

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
10
カ
年
運

用
す
る
、
町
の
最
上
位
計
画
と
な
る

第
六
次
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た

め
、
地
域
住
民
と
共
に
話
し
合
い
、

10
年
後
の
「
猪
名
川
町
」
を
考
え
る

こ
と
で
、
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
深
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
、
ま
ち
づ
く

り
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
住
民
参
加
に

よ
る
計
画
策
定
を
進
め
ま
す
。

猪
名
川
町
の
未
来
を
描
く

高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

１
１
９
万
円
（
継
続
）

　

高
校
生
に
猪
名
川
町
に
対
す

る
ふ
る
さ
と
意
識
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
平
成
28
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
る
高
校
生
に
よ

る
政
策
提
案
コ
ン
テ
ス
ト
を
継

続
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
前
年
度
町
長

賞
を
受
賞
し
た
２
つ
の
事
業
の
実

現
に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

清
流
猪
名
川
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
金
事
業

１
１
８
５
万
５
千
円
（
継
続
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
を

い
た
だ
い
た
人
へ
、「
ぼ
た
ん
鍋

セ
ッ
ト
」
な
ど
旬
の
特
産
品
を
お

贈
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
や
「
楽

天
ふ
る
さ
と
納
税
」、「
ふ
る
さ
と

ぷ
ら
す
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
し
、
寄
附
し
や
す
い
環
境
を
整

え
、
特
産
品
の
の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ

に
努
め
ま
す
。

　

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち　

～
都
市
・
産
業
・
観
光
～

　

人
々
と
行
政
が

と
も
に
歩
む
ま
ち　

～
行
政
運
営
～

電
子
母
子
手
帳
導
入
事
業

万
２
千
円
（
新
規
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
、
妊

娠
中
の
健
康
記
録
や
子
ど
も
の

成
長
記
録
・
予
防
接
種
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
一
括
管
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
子
育
て
支
援
ア
プ

リ
を
導
入
し
ま
す
。

　

こ
の
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
、
町

が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て

情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
よ
り
細

や
か
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

保
育
園
完
全
給
食
の
実
施

１
６
２
万
２
千
円
（
新
規
）

　

保
護
者
の
負
担
軽
減
や
食
育

を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

持
参
し
て
い
た
３
～
５
歳
児
の

主
食
に
つ
い
て
、
実
費
相
当
額

を
保
護
者
に
負
担
い
た
だ
き
、

炊
き
立
て
の
ご
飯
を
園
児
に
提

供
す
る
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

２
６
４
万
７
千
円
（
新
規
）

　

妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
に
関
す

る
悩
み
に
対
し
て
、
専
門
的
な
知

識
を
持
っ
た
職
員
が
不
安
や
悩
み

に
つ
い
て
の
相
談
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
安
心
し
て
子
育
て
に

臨
め
る
よ
う
、
妊
産
婦
や
そ
の
家

族
に
対
し
て
、
訪
問
型
や
通
所
型

に
よ
る
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
開
始
し
ま
す
。

命
の
教
育
推
進
事
業万

円
（
新
規
）

　

小
・
中
学
校
で
い
の
ち
の
大
切

さ
の
学
び
を
深
め
る
「
命
の
尊
厳

を
考
え
る
授
業
」
を
新
た
に
実
施

し
、
家
族
、
友
人
な
ど
他
者
へ
の

思
い
や
り
や
自
分
を
大
切
に
す
る

心
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

　

授
業
の
具
体
的
な
テ
ー
マ
は
、

「
い
じ
め
予
防
」「
自
殺
予
防
」
や

「
が
ん
教
育
」
な
ど
、
各
小
・
中

学
校
の
課
題
に
応
じ
て
設
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
応
じ
た
専

門
の
講
師
を
招
い
て
授
業
を
実
施

し
ま
す
。

学
校
園
空
調
設
備
整
備
事
業

８
億
１
９
４
８
万
１
千
円
（
繰
越
）

　

近
年
の
猛
暑
に
よ
り
、
学
校
園

の
教
室
な
ど
の
室
温
が
例
年
に
な

く
上
昇
し
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
健

康
を
守
り
学
習
環
境
を
改
善
す
る

た
め
、
普
通
教
室
・
特
別
教
室
な
ど

に
空
調
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

学
校
教
育
施
設
大
規
模
修
繕
事
業

１
億
６
７
４
６
万
４
千
円
（
継
続
）

　

学
校
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
白
金
小
学
校
の
大

規
模
修
繕
、
松
尾
台
・
楊
津
小
学

校
の
体
育
館
修
繕
、
猪
名
川
中
学

校
の
体
育
館
・
柔
剣
道
場
の
外
壁

お
よ
び
屋
根
を
修
繕
し
ま
す
。

携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備
事
業

５
７
７
７
万
８
千
円
（
新
規
）

　

携
帯
電
話
不
感
地
区
で
あ
る
銀

山
地
区
に
携
帯
電
話
基
地
局
を
整

備
し
、通
信
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
速
の
通
信
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
銀
山
地
区

に
あ
る
国
史
跡
多
田
銀
銅
山
遺

跡
の
見
ど
こ
ろ
を
、
Ａ
Ｒ
（
拡

張
現
実
）
や
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）

と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
を
活
用
し
て
紹
介
・
学
習
で

き
る
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
館
活
性
化
事
業

３
８
２
万
３
千
円
（
新
規
）

　

江
戸
時
代
の
僧
侶
、
木も

く
じ
き喰

明み
ょ
う
ま
ん満
上し

ょ
う
に
ん人
が
作
っ
た
一い

ち
え
び
す戎
大だ

い
こ
く黒

天て
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

立
像
（
県
指
定
文
化
財
）
を
購

入
し
、
展
示
解
説
を
行
う
と
と
も

に
、
本
町
出
身
で
明
治
か
ら
大
正

時
代
に
か
け
て
実
業
家
と
し
て
活

躍
し
た
富
田
儀
作
氏
が
再
興
さ
せ

た
高こ

う
ら
い麗
青せ

い
じ磁
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
の

拡
充
を
行
い
ま
す
。
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こ
こ
ろ
豊
か
な

教
育
・
文
化
の
ま
ち　

～
教
育
・
文
化
～


